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 先般この学校便りでもお伝えした「人権コンサート」を開催しました。出演バンドは
「ＢＬＯＷＳ」さん。「生きること」をテーマに県内・市内の小中学校や老人ホーム等
を中心に演奏活動を行って活動されています。３名のメンバー中、２名は本校、田平東
小学校の卒業生。子ども達の先輩ということに
なります。今回はサポートメンバー２名と共に 
来校されました。子ども達は地元の先輩方のお
話と歌や演奏に心を傾けて聴いていました。そ
の心には、誰もが差別や障害に負けることなく
自分らしく生きること、生きていけることの尊
さや大切さが深く響いたことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

 
本校は児童数が少人数の学校ということもあって、子ども達は日頃から異学年

入り混じって遊ぶ姿が見られます。そのような自然発生的な交流と共に、子ども
達の縦の繋がりや先輩・後輩の相互の敬愛を深め、社会性を育てるために明確な
意図や目的を持って、縦割り班での清掃活動や給食、イングリッシュタイム、遠
足等の活動を行っています。先日はその縦割り班で、プランターや花壇に花苗を
植えました。寒空の下、苗を大切に大事そうに扱う姿や、低学年に優しく教える
高学年の姿が見られ、心は温かくなりました。これから冬を過ごし春に向け美し
い花々と共に「あこがれ」や「思いやり」「優しさ」の心も 
大きく成長していくことでしょう。 

 

 

 

 

 

             あ  り  が  と  う         BLOWS 
僕が生まれた５月の空は 輝くほどに青く澄んでいました 
僕が初めて 君の顔を見たとき 
この世に生まれてきて 本当によかったと思えたんだ 
 
大切な言葉は言えないままで 今日まで歩いてきました 
いつも君の笑顔が ここにあったから 
僕は強く生きていけるんだ  ありがとう 
 
あの日の空より澄んだ瞳は くじけそうな私に 勇気くれました 
たくさんの幸せをくれたあなたに  
ずっと言いたかったの “生まれてきてくれて ありがとう”と 
 
小さな小さな手でしがみつき  
”笑って”そう言ったような気がした  
ありがとう 私を選んでくれて 
Ｉprotect it  I love it than anyone 
 
大切な言葉は言えないままで 今日まで歩いてきました 
いつも君の笑顔が ここにあったから 
僕は強く生きていけるんだ   
 
小さな小さな手でしがみつき  
”笑って”そう言ったような気がした  
ありがとう 私を選んでくれて 
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１２月１０日（日）に標記大会が開催されました。本校から
は○○名の児童が参加していました。 

地元田平の大きな行事です。お隣の松浦市や私が住む伊万里
市等、他地区からも大勢参加されています。残念ながら地元
平戸市の参加者は少ないようです。今後、地元の平戸市市民、
そして、田平東小児童の参加者も増えるとよいですね。 

自己実現 自主自立  本物の笑顔のために 
や さ し く 

か し こ く 

たくましく 

サプライズ！一曲だけ
一場先生もベーシスト
として特別出演！ 

 


